
2

実施
　谷での常設展示ＰＲの実施 　谷での常設展示ＰＲの実施 　谷での常設展示ＰＲの実施 ・刈谷駅南北連絡通路及び観
・刈谷駅南北連絡通路及び観 ・刈谷駅南北連絡通路及び観 ・刈谷駅南北連絡通路及び観 　光案内所等でのＰＲの実施
　光案内所等でのＰＲの実施 　光案内所等でのＰＲの実施 　光案内所等でのＰＲの実施 ・観戦動員の実施
・観戦動員の実施　　 6試合 ・観戦動員の実施　　 8試合 ・観戦動員の実施　　 9試合

　国内最高レベルの試合を間近で観戦できる機会があることを多くの市民に周知することや、トップアスリートによるス

成果
ポーツ教室、中学校部活動部員等のホームゲームへの招待等を通して「する・みる・ささえる」というスポーツの多面性

の中で、一市民一スポーツの推進を図ることができた。また、特に教室参加者からは、意欲的な意見が多く寄せられるな

ど、競技意欲の向上が図られ、ジュニア世代の育成に一定の成果を得ることができた。

・パートナー制度の趣旨や目的に対する各チームや母体企業の理解の深化

・事業を推進するにあたっての、各チームを始めとする関係各所との連携の一層の強化
課題

・パートナーチームに所属しない個人競技者への支援のあり方についての検討

指標名称（単位）
実績値 目標値

２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ４年度

活動 刈谷キラキラ教室実施回数（回） 3 2 5 3 3
指標
活動
指標

　トップレベルの多くの競技に

Ｄ

身近で触れ合うことが

　

出来る、全国的にもあ

　

まり類を見ない本市の

　

スポーツ
他市との 環境

Ｏ

は、スポーツ振興を図

　

る上で、本市の大きな

　

強みとなっている。
比

∧

較検証

　
　
実
　
　
施
　
　

Ｃ
　
事
　
業
　

∨

コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,056 424 815 1,344 合計 815,036 円
報償費 16,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 773,980 円
負担金、補助及び

一般財源 1,056 424 815 1,344 交付金 25,056 円

職員人件費　② 3,102 3,472 4,236 4,165

総事業費（①＋②） 4,158 3,896 5,051 5,509

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以降の事業費見込 0

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 スポーツ
施策体

和

系
施策の内容 スポーツ

元

活動プログラムの充実

年

目
　
　
　
的

　全国や世

度

界で活躍するスポーツ

評

チームの情

主
た
る
内
容

価

○ホームタウンパート

）

ナー連絡会の開催（年

刈

3
報等を市民に周知す

谷

ることで、地域に親し

市

ま 　回）
れるチーム作

事

りに寄与するとともに

務

、「みる ○刈谷キラキ

事

ラ教室の開催
スポーツ

業

」の促進を図り、本市

評

の更なるスポ ○ホーム

価

タウンパートナーチー

シ

ム啓発用リー
ーツの活

ー

性化に寄与する。 　フ

ト

レット等の作成
○ウィ

（

ングアリーナ（ＷＡ）

様

刈谷等での啓発
　活動

式

の実施

位
置
づ
け

関連計

１

画 第3次刈谷市スポー

）

ツマスタープラン

根拠

会

法令

対象者 市民、ホー

計

ムタウンパートナーチ

名

ーム 事業期間 平成２７

担

年度 ～

実施方法 ■直営

当

　□委託　□指定管理

部

　□補助・助成　□そ

教

の他

育部

一般会計
ホー

Ｂ
　
事
　
業
　

ム

実
　
績

２９年度実績 ３

タ

０年度実績 元年度実績

ウ

２年度計画

・パートナ

ン

ー数　　12チーム ・

パ

パートナー数　　12

ー

チーム ・パートナー数

ト

　　13チーム ・パー

ナ

トナー数　　13チー

ー

ム
・連絡会の開催　　

事

　　 3回 ・連絡会の

業

開催　　　　 3回 ・

担

連絡会の開催　　　　

当

 3回 ・連絡会の開催

課

　　　　 3回
・リー

ス

フレットやうちわ、横

ポ

・リーフレットやうち

ー

わの作 ・リーフレット

ツ

やうちわの作 ・啓発物

課

品の作成
　断幕等の作

款

成 　成 　成 ・市民だよ

項

り等でのＰＲ実施
・市

目

民だより等でのＰＲ実

担

施 ・市民だより等での

当

ＰＲ実施 ・市民だより

係

等でのＰＲ実施 ・ＷＡ

普

刈谷及びオアシス館刈

及

・ＷＡ刈谷及びオアシ

係

ス館刈 ・ＷＡ刈谷及び

1

オアシス館刈 ・ＷＡ刈

0

谷及びオアシス館刈 　

7

谷での常設展示ＰＲの



Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　様々な競技で

令

、日本トップレベルの

和

チームやアスリート
・

２

法的業務
高い

が市内に

年

数多く存在していると

度

いう、全国でも類まれ

（

な恵
必要性 ・市民ニー

令

ズ、社会需要 まれたス

和

ポーツ環境、すなわち

元

、本市の強みや特性を

年

活用
・市民生活上必要

度

である　など した事業

評

であり、地域のスポー

価

ツ振興や活性化、本市

）

の魅
力発信のために非

刈

常に有益な事業である

谷

。
　事業の実施にあた

市

っては、パートナーチ

事

ームの理解の下,
・コ

務

ストの節減、費用対効

事

果
高い

グッズや観戦機

業

会の提供、地域貢献活

評

動としての本市事業
効

価

率性 ・執行体制の効率

シ

性 への積極的な協力な

ー

どをいただいており、

ト

市民協働による
・手段

（

の最適性　など 取組み

様

の推進として、事業の

式

実施に係る効率や妥当

２

性、費
用対効果は高い

）

と思われる。
　住みよ

会

いまちづくりや市の魅

計

力発信のために、市が

名

市の
・市が主体となっ

担

て実施する
高い

強みや

当

特性を活用した事業を

部

主体的に実施すること

教

は、必
妥当性 　べき事

育

業であるか 要かつ不可

部

欠なことであると思わ

一

れる。
・総合計画との

般

整合性　など

　第3次

会

刈谷市スポーツマスタ

計

ープランの基本施策と

ホ

して推

施策への ・施策

ー

への貢献度
高い

進を図

ム

っており、「する、み

タ

る、ささえる」スポー

ウ

ツを通
・目標達成度 じ

ン

た魅力あるまちづくり

パ

に貢献している。
貢献

ー

度 ・市民サービスへの

ト

効果　など

今後の方向

ナ

性 ■拡充　□現状維持

ー

　□改善・効率化　□

事

縮小　□終期設定　□

業

休止・廃止

　第3次刈

担

谷市スポーツマスター

当

プランでは、基本施策

課

のスポーツを通じたま

ス

ちづくりに位置付けら

ポ

れ、恵まれたスポ
ーツ

ー

環境を有する本市だか

ツ

らこそ実施できる特色

課

のある事業である。本

款

事業は、地域のスポー

項

ツ振興や活性化、本市

目

の魅力向上・発信のた

担

めに非常に有益となっ

当

ていると思われるので

係

、今後についても、各

普

パートナーチームとの

及

連携
の強化等を図り、

係

事業の一層の充実を目

1

指していく。
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2

受入れ 　る招致に関する調査、ＰＲ   等の実施   等の実施
・競技団体等への訪問等によ   等の実施 ・カナダバスケットボール協 ・事前キャンプ実施に向けた
　る招致に関する調査、ＰＲ ・東京オリンピック出場予定 　会と事前キャンプの覚書締 　準備
　等の実施 　国事前キャンプ団体へのプ 　結

　レゼンテーションの実施
　フットサル日本代表練習合宿を受入れ、ハイレベルな競技に触れ合う機会を多くの市民に提供することができた。また

成果
、本市の大会運営能力の高さを国内外の関係者にアピールすることができた。

　さらなる国際大会等の開催等を目指し、アジア競技大会組織委員会等関係団体との情報交換や本市の取組みの提案、東

京オリンピック競技大会出場国キャンプ地誘致に係る覚書をカナダバスケットボール協会と締結することができた。

・聖火リレー及びカナダ代表女子バスケットボールチームの事前キャンプに向けての、機運醸成を図る。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ４年度

活動 国際スポーツ大会等誘致推進委員会開催回数（回） 2 1 1 2 2
指標

指標
　2020東京オリンピック・パラリンピックの事前キャンプ地の誘致について、愛知県内では刈谷市の他、碧

他市との 南市、豊田市、安城市など17の自治体が誘致を目指している。（※あいちスポーツコミッションＨＰより）
比較検証

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　

Ｃ
　
事
　

∧

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

　

千円
２９年度 ３０年度

　

元年度 ２年度 元年度

（

実

決算） （決算） （決算

　

） （予算） 事業費内訳

　

事業費　① 4,632

施

3,784 6,761

　

41,923 合計 6,

　

760,961 円
報

∨

償費 32,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 旅費 1,867,138 円
需用費 124,866 円

一般財源 4,632 3,784 6,761 41,923 委託料 3,633,957 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 3,490 4,629 5,391 12,495 交付金 1,103,000 円

総事業費（①＋②） 8,122 8,413 12,152 54,418

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以降の事業費見込 0

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 スポーツ
施策体

和

系
施策の内容 スポーツ

元

活動プログラムの充実

年

目
　
　
　
的

　国際スポ

度

ーツ大会等を誘致する

評

ことで、次

主
た
る
内
容

価

○国際スポーツ大会等

）

の招致活動の実施
世代

刈

を担う青少年に夢や希

谷

望を与えるととも 　・

市

誘致推進委員会の開催

事

に、スポーツとのふれ

務

あいを通じて、市民が

事

　・関係機関や競技団

業

体への訪問等による調

評

主体的にスポーツと関

価

わる「豊かなスポーツ

シ

　　査、情報収集及び

ー

ＰＲの実施
ライフの実

ト

現」に取り組む。 　・

（

東京2020オリンピ

様

ック・パラリンピック

式

　　参加国の事前キャ

１

ンプ地の誘致
　・聖火

）

リレー実施準備及び啓

会

発
　・聖火リレー負担

計

金

位
置
づ
け

関連計画 第

名

3次刈谷市スポーツマ

担

スタープラン

根拠法令

当

対象者 市民、競技団体

部

事業期間 平成２８年度

教

～

実施方法 ■直営　□

育

委託　□指定管理　□

部

補助・助成　□その他

一般会計
国際スポー

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

ツ

績

２９年度実績 ３０年

大

度実績 元年度実績 ２年

会

度計画

・誘致推進委員

等

会の開催　2回・誘致

招

推進委員会の開催　1

致

回・誘致推進委員会の

事

開催　1回・誘致推進

業

委員会の開催　2回
・

担

バスケットボール女子

当

日本 ・フットサルＦリ

課

ーグプレシ ・フットサ

ス

ル日本代表練習合 ・フ

ポ

ットサル日本代表練習

ー

合
　代表国際強化試合

ツ

の開催 　ーズンマッチ

課

の開催及び日 　宿の受

款

入れ 　宿の受入れ
・フ

項

ットサルＦリーグプレ

目

シ 　本代表練習合宿の

担

受入れ ・競技団体等へ

当

の訪問等によ ・競技団

係

体等への訪問等によ
　

普

ーズンマッチの開催及

及

び日 ・競技団体等への

係

訪問等によ 　る招致に

1

関する調査、ＰＲ 　る

0

招致に関する調査、Ｐ

7

Ｒ
　本代表練習合宿の



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　ハイレベルな

令

スポーツ競技大会を開

和

催することで、「ス
・

２

法的業務
高い

ポーツの

年

まち刈谷」を内外にア

度

ピールするとともに、

（

本市
必要性 ・市民ニー

令

ズ、社会需要 における

和

更なるスポーツ振興が

元

図られ、スポーツを通

年

じた
・市民生活上必要

度

である　など 青少年の

評

健全育成、生きがいづ

価

くり等、本市のまちづ

）

くり
に大きく寄与する

刈

ものである。
　他市に

谷

はない本市の特性を生

市

かした取組みであり、

事

スポ
・コストの節減、

務

費用対効果
普通

ーツを

事

通じたまちづくりを推

業

進するために適してい

評

る事業
効率性 ・執行体

価

制の効率性 の1つであ

シ

る。
・手段の最適性　

ー

など

　スポーツを通じ

ト

たまちづくりを推進す

（

るために、市が主
・市

様

が主体となって実施す

式

る
普通

体となって実施

２

すべき事業である。
妥

）

当性 　べき事業である

会

か
・総合計画との整合

計

性　など

　第3次スポ

名

ーツマスタープランに

担

掲げる「豊かなスポー

当

ツ

施策への ・施策への

部

貢献度
高い

ライフの実

教

現」「一市民一スポー

育

ツ」の実現に向け、そ

部

の
・目標達成度 施策の

一

1つである「みるスポ

般

ーツ」の推進を図る上

会

で、貢献
貢献度 ・市民

計

サービスへの効果　な

国

ど 度の高い事業である

際

。

今後の方向性 ■拡充

ス

　□現状維持　□改善

ポ

・効率化　□縮小　□

ー

終期設定　□休止・廃

ツ

止

　第3次スポーツマ

大

スタープランに掲げる

会

「豊かなスポーツライ

等

フの実現」「一市民一

招

スポーツ」の実現に向

致

けた施策
の1つとして

事

、今後も事業の拡大を

業

図り、国際スポーツ大

担

会等の誘致を積極的に

当

実施し、スポーツを通

課

じたまちづくり
を推進

ス

する。

ポーツ

Ｃ
 

課

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

款

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

項 目 担当係 普及係
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1

研究会の開催によるク

0

ラブ間の定期的な情報

7

共有や意見交換、研究

2

会での協議を基にした講習会や卓球交流会等の開催

成果
などにより、各クラブの活動の充実やクラブスタッフの資質の向上等を図ることが出来た。

　会員の確保、活動拠点の確保、安定的な財源の確保、運営スタッフの充実、組織力の強化等、各クラブの自立及び経営

の安定化に向けた新たな支援の検討
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ４年度

成果 総合型地域スポーツクラブ加入者数 2,208 2,198 2,148 2,350 2,450
指標 （人）

 
指標

近隣市町のクラブ設立状況
他市との 　碧南市1クラブ、安城市2クラブ、知立市1クラブ、高浜市1クラブ、東浦町1クラブ
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 450 250 250 250 合計 250,000 円
委託料 250,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 450 250 250 250

職員人件費　② 1,939 1,929 2,310 2,272

総事業費（①＋②） 2,389 2,179 2,560 2,522

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以

Ｄ

降の事業費見込 0

　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ
　

年

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

度

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

（

　
要

総合計画
分野 教育

令

文化

基本施策 スポーツ

和

施策体系
施策の内容 ク

元

ラブ・団体の育成

目
　

年

　
　
的

　地域のスポー

度

ツ振興のみならず、ス

評

ポーツ

主
た
る
内
容

〇各

価

クラブの自立に向けた

）

調査研究（刈谷市
を通

刈

じた地域コミュニティ

谷

の形成、青少年育 　総

市

合型地域スポーツクラ

事

ブ研究会の開催）
成、

務

高齢者や障害のある人

事

の社会参画の場と
して

業

の効果を期待する総合

評

型地域スポーツク
ラブ

価

の育成を図る。

位
置
づ

シ

け

関連計画 スポーツ基

ー

本計画（国）、第3次

ト

刈谷市スポーツマスタ

（

ープラン

根拠法令 スポ

様

ーツ基本法

対象者 市民

式

事業期間 平成１６年度

１

～

実施方法 □直営　■

）

委託　□指定管理　■

会

補助・助成　□その他

計名 担当部 教育部

一

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

般

績

２９年度実績 ３０年

会

度実績 元年度実績 ２年

計

度計画

・刈谷市総合型

総

地域スポーツ ・刈谷市

合

総合型地域スポーツ ・

型

刈谷市総合型地域スポ

地

ーツ ・刈谷市総合型地

域

域スポーツ
　クラブ研

ス

究会 　クラブ研究会 　

ポ

クラブ研究会 　クラブ

ー

研究会
　　開催回数　

ツ

  　 　　6回 　　

ク

開催回数　　　　　 

ラ

6回 　　開催回数　　

ブ

　　　 6回 　　開催

育

回数　　　　　 6回

成

　・バドミントンの開

事

催 1回 　・バドミン

業

トンの開催 1回 　・

担

バドミントンの開催 

当

1回 　・バドミントン

課

の開催 1回
　・卓球

ス

交流会の開催　 1回

ポ

　・卓球交流会の開催

ー

　 1回 　・卓球交流

ツ

会の開催　中止 　・卓

課

球交流会の開催　 1

款

回
　・講習会の開催　

項

　 　1回 　・講習会

目

の開催　　　 1回 　

担

・講習会の開催　　　

当

 1回 　・講習会の開

係

催　　　 1回
・クラ

普

ブ運営補助
　　補助対

及

象クラブ数
　　　　　

係

　　　 　1クラブ
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Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　総合型

令

地域スポーツクラブに

和

は、実施種目や世代の

２

多様
・法的業務

高い
性

年

などの特性から、スポ

度

ーツ振興のみならず、

（

地域コミュ
必要性 ・市

令

民ニーズ、社会需要 ニ

和

ティの形成や青少年の

元

健全育成、高齢者等の

年

社会参画の
・市民生活

度

上必要である　など 場

評

の提供などの役割が期

価

待できるため、市がク

）

ラブの育成
支援を積極

刈

的に行うことはとても

谷

有益である。
　自主財

市

源により継続的に運営

事

できるよう執行体制、

務

運営
・コストの節減、

事

費用対効果
普通

方法や

業

活動内容を整理し、会

評

員を確保できるようよ

価

り一層
効率性 ・執行体

シ

制の効率性 の啓発活動

ー

と活動内容の充実が求

ト

められている。
・手段

（

の最適性　など

　地域

様

住民が主体的な運営が

式

できるよう育成支援す

２

るため
・市が主体とな

）

って実施する
高い

に必

会

要な事業である。
妥当

計

性 　べき事業であるか

名

・総合計画との整合性

担

　など

　第3次刈谷市

当

スポーツマスタープラ

部

ンの基本施策として推

教

施策への ・施策への貢

育

献度
高い

進を図ってお

部

り、活動の充実やスタ

一

ッフの資質の向上等、

般

・目標達成度 市内各ク

会

ラブの育成に貢献して

計

いる。また、中学校区

総

ごと
貢献度 ・市民サー

合

ビスへの効果　など に

型

設立された各クラブは

地

、住民が気軽にスポー

域

ツ活動等に
参加できる

ス

場としての役割を果た

ポ

すことが出来ている。

ー

今後の方向性 □拡充　

ツ

■現状維持　□改善・

ク

効率化　□縮小　□終

ラ

期設定　□休止・廃止

ブ

　運営補助金の交付に

育

ついては、削減計画に

成

基づき削減をすすめて

事

きた結果として29年

業

度末をもって終了とな

担

りまし
たが、クラブ運

当

営の基本である自主・

課

自立に向け、引き続き

ス

、定期的な研究会の開

ポ

催により、各クラブ間

ー

の情報共有
や意見交換

ツ

、アドバイザーからの

課

助言聴取等を図るとと

款

もに、各クラブの運営

項

の安定化に向けた財源

目

確保策等の検討
を進め

担

ます。

当係 普

Ｃ
 

及

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

係

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

1



3

231 462 0

総事業費（①＋②） 0 2,175 144,152 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 スポーツ
施策体

和

系
施策の内容 スポーツ

元

施設の整備・充実・開

年

放

目
　
　
　
的

　市民の

度

スポーツ需要への対応

評

と健康づくり

主
た
る
内

価

容

　老朽化したスコア

）

ボードを改修する。
の

刈

推進のため、スポーツ

谷

施設の充実を図る。

位

市

置
づ
け

関連計画 第2次

事

・第3次刈谷市スポー

務

ツマスタープラン

根拠

事

法令

対象者 施設利用者

業

事業期間 平成３０年度

評

～ 令和元年度

実施方法

価

■直営　□委託　□指

シ

定管理　□補助・助成

ー

　□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事

名

　
業
　
実
　
績

２９年度

担

実績 ３０年度実績 元年

当

度実績 ２年度計画

　 ・

部

実施設計 ・改修工事 　

教

　 　
　 　
　 　
　　　―

育

―――――― 　　　―

部

――――――

　計画通

一

り設計することができ

般

た。

成果

課題

指標名称

会

（単位）
実績値 目標値

計

２９年度 ３０年度 元年

刈

度 ２年度 ４年度

活動 各

谷

種施設が整い、スポー

球

ツなどに取り組みやす

場

いと ― 77.0 ― 79

電

.0 80.0
指標 思う

光

市民の割合（％）
活動

掲

週1回以上スポーツを

示

している市民の割合（

板

％） ― 38.8 ― 50

改

.0 50.0
指標

他市

修

との
比較検証

事業
担当課 スポー

Ｃ
　
事

ツ

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

課

：千円
２９年度 ３０年

款

度 元年度 ２年度 元年度

項

（決算） （決算） （決

目

算） （予算） 事業費内

担

訳

事業費　① 0 1,9

当

44 143,690 0

係

合計 143,689,

業

700 円
工事請負費

務

143,689,70

係

0 円

財
　
源

特定財源

1

0 0 0 0

一般財源 0 1

0

,944 143,69

7

0 0

職員人件費　② 0



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民が利用で

令

きる施設の維持に必要

和

な事業である。
・法的

２

業務
高い必要性 ・市民

年

ニーズ、社会需要
・市

度

民生活上必要である　

（

など

　計画的な経費の

令

執行が必要である。
・

和

コストの節減、費用対

元

効果
普通効率性 ・執行

年

体制の効率性
・手段の

度

最適性　など

　市民が

評

スポーツ活動に参加し

価

やすい環境づくりを推

）

進す
・市が主体となっ

刈

て実施する
高い

る事業

谷

であり、市の主体的な

市

関与が必要である。
妥

事

当性 　べき事業である

務

か
・総合計画との整合

事

性　など

　スポーツ施

業

設の計画的な整備に寄

評

与している。

施策への

価

・施策への貢献度
高い

シ

・目標達成度
貢献度 ・

ー

市民サービスへの効果

ト

　など

今後の方向性 □

（

拡充　■現状維持　□

様

改善・効率化　□縮小

式

　□終期設定　□休止

２

・廃止

維持管理のため

）

の計画的な施設改修、

会

修繕が必要である。

計名 担当

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　

部

Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧

教

　
評
　
価
　
∨

育部

一般会計
刈谷球場電光掲示板改修事業

担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 業務係

10 7 3



3

　② 0 0 693 0

総事業費（①＋②） 0 0 64,984 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

年

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

度

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

（

合計画
分野 教育文化

基

令

本施策 スポーツ
施策体

和

系
施策の内容 スポーツ

元

施設の整備・充実・開

年

放

目
　
　
　
的

　市民が

度

安全にスポーツに興じ

評

られるよう、

主
た
る
内

価

容

　場外への飛球を防

）

ぐため、防球ネットを

刈

嵩
スポーツ施設の充実

谷

を図る。 上げする。

位

市

置
づ
け

関連計画 第2次

事

・第3次刈谷市スポー

務

ツマスタープラン

根拠

事

法令

対象者 施設利用者

業

事業期間 令和元年度 ～

評

令和元年度

実施方法 ■

価

直営　□委託　□指定

シ

管理　□補助・助成　

ー

□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　

名

業
　
実
　
績

２９年度実

担

績 ３０年度実績 元年度

当

実績 ２年度計画

　 　 ・

部

改修工事 　
　 　 　
　 　

教

　
　 　 　
　　　―――

育

―――― 　　　―――

部

―――― 　　　―――

一

――――

計画通りに防

般

球ネットの嵩上げがで

会

きた。

成果

課題

指標名

計

称（単位）
実績値 目標

刈

値

２９年度 ３０年度 元

谷

年度 ２年度 ４年度

活動

球

各種施設が整い、スポ

場

ーツなどに取り組みや

防

すいと ― 77.0 ― 7

球

9.0
指標 思う市民の

ネ

割合（％）
活動 週1回

ッ

以上スポーツをしてい

ト

る市民の割合（％） ―

改

38.8 ― 50.0
指

修

標

他市との
比較検証

事業
担当課 スポーツ

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

課

ト

単位：千円
２９年度

款

３０年度 元年度 ２年度

項

元年度

（決算） （決算

目

） （決算） （予算） 事

担

業費内訳

事業費　① 0

当

0 64,291 0 合計

係

64,290,600

業

 円
委託料 489,5

務

00 円

財
　
源

特定財

係

源 0 0 0 0 工事請負費

1

63,801,100

0

 円

一般財源 0 0 64

7

,291 0

職員人件費



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

市民が利用でき

令

る施設の維持に必要な

和

事業である。
・法的業

２

務
高い必要性 ・市民ニ

年

ーズ、社会需要
・市民

度

生活上必要である　な

（

ど

計画的な経費の執行

令

が必要である。
・コス

和

トの節減、費用対効果

元

普通効率性 ・執行体制

年

の効率性
・手段の最適

度

性　など

市民がスポー

評

ツ活動に参加しやすい

価

環境づくりを推進する

）

・市が主体となって実

刈

施する
高い

事業であり

谷

、市の主体的な関与が

市

必要である。
妥当性 　

事

べき事業であるか
・総

務

合計画との整合性　な

事

ど

スポーツ施設の計画

業

的な整備に寄与してい

評

る。

施策への ・施策へ

価

の貢献度
高い・目標達

シ

成度
貢献度 ・市民サー

ー

ビスへの効果　など

今

ト

後の方向性 □拡充　■

（

現状維持　□改善・効

様

率化　□縮小　□終期

式

設定　□休止・廃止

維

２

持管理のための計画的

）

な施設改修、修繕が必

会

要である。

計名 担当

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ

部

 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価

教

　
∨

育部

一般会計
刈谷球場防球ネット改修事業

担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 業務係

10 7 3



7

のみである養成したリ

2

ーダーを活用するシステムのさらなる拡充

・参加者数の増加に向けた、実際の現場で活躍されている指導者たちへの効率的、効果的な啓発や講座内容の選定の際の
課題

　ニーズの把握

・総合運動公園指定管理者が開催している同種の講座との棲み分け又は共催など、効率的・効果的な開催方法の検討

指標名称（単位）
実績値 目標値

２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ４年度

活動 スポーツリーダー養成講座修了者数 38 41 48 50 50
指標 （人）

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 85 83 119 150 合計 119,480 円
報償費 35,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 84,480 円

一般財源 85 83 119 150

職員人件費　② 388 386 1,155 1,136

総事業費（①＋②） 473 469 1,274 1,286

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 教育文化

令

基本施策 スポーツ
施策

和

体系
施策の内容 スポー

元

ツ指導者の育成

目
　
　

年

　
的

　市民がスポーツ

度

活動に取り組み、継続

評

でき

主
た
る
内
容

○専門

価

知識や実績を有する講

）

師によるスポー
るよう

刈

、その推進役となるリ

谷

ーダーを育成し､ 　ツ

市

リーダー養成講座の開

事

催
市民スポーツ活動の

務

活性化、継続化を図る

事

。

位
置
づ
け

関連計画 第

業

3次刈谷市スポーツマ

評

スタープラン

根拠法令

価

対象者 市民 事業期間 平

シ

成７年度 ～

実施方法 ■

ー

直営　□委託　□指定

ト

管理　□補助・助成　

（

□その他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　

当

業
　
実
　
績

２９年度実

部

績 ３０年度実績 元年度

教

実績 ２年度計画

・スポ

育

ーツリーダー養成講座

部

・スポーツリーダー養

一

成講座 ・スポーツリー

般

ダー養成講座 ・スポー

会

ツリーダー養成講座
　

計

　開催回数　1回（2

ス

コマ） 　　開催回数　

ポ

1回（3コマ） 　　開

ー

催回数　1回（2コマ

ツ

） 　　開催回数　1回

リ

（2コマ）
  【講座

ー

メニュー】 　【講座メ

ダ

ニュー】 　【講座メニ

ー

ュー】
　　どうしたら

養

100％の力を発　　

成

薬、サプリメントと食

講

品 　　ケガの予防と解

座

決方法
　　揮できるの

事

か？（スポー 　　の真

業

実の話 　　（テーピン

担

グ）
　　ツ心理学） 　

当

　心の基礎の創り方（

課

ペッ 　　スタミナをつ

ス

ける方法
　　からだの

ポ

緊張のほぐし方 　　プ

ー

トーク）
　　（ヨガス

ツ

トレッチ） 　　コーデ

課

ィネーショントレ
　　

款

ーニング

　日々進歩す

項

る専門知識や最新のス

目

ポーツ科学を取り入れ

担

た研修機会を継続的に

当

提供することにより、

係

参加者のスポーツ

成果

普

リーダー、指導者とし

及

ての資質や知識の向上

係

に寄与することができ

1

た。

・現状、生涯学習

0

指導者名簿等への掲載



2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民がスポ

令

ーツを継続するために

和

は、だれもが気軽に参

２

・法的業務
普通

加でき

年

るスポーツプログラム

度

とそれを適切に指導す

（

る指導
必要性 ・市民ニ

令

ーズ、社会需要 者が必

和

要である。
・市民生活

元

上必要である　など

　

年

愛知教育大学等の教育

度

機関及びホームタウン

評

パートナー
・コストの

価

節減、費用対効果
普通

）

チーム等スポーツ関係

刈

団体と協働して、講座

谷

のメニュー作
効率性 ・

市

執行体制の効率性 りか

事

ら指導まで一環して行

務

い、産官学連携したス

事

ポーツ推
・手段の最適

業

性　など 進に努めてい

評

る。

　第3次刈谷市ス

価

ポーツマスタープラン

シ

の基本施策として推
・

ー

市が主体となって実施

ト

する
普通

進を図ってお

（

り、プランに掲げる基

様

本理念やテーマを実現

式

妥当性 　べき事業であ

２

るか するために、市が

）

主体的に実施していく

会

必要があると考え
・総

計

合計画との整合性　な

名

ど ている。

　第3次刈

担

谷市スポーツマスター

当

プランの基本施策とし

部

て推

施策への ・施策へ

教

の貢献度
高い

進を図っ

育

ており、指導者の資質

部

の向上等に貢献してい

一

る。
・目標達成度

貢献

般

度 ・市民サービスへの

会

効果　など

今後の方向

計

性 □拡充　□現状維持

ス

　■改善・効率化　□

ポ

縮小　□終期設定　□

ー

休止・廃止

　市民のス

ツ

ポーツ活動が多様化、

リ

高度化し、指導者への

ー

ニーズも質･量ともに

ダ

増大しており、指導者

ー

には、豊かな人間
性、

養

競技の専門性、スポー

成

ツ環境や条件の管理能

講

力などが求められてお

座

りますので、今後につ

事

いては、技術指導だけ

業

でなく、スポーツの多

担

様な楽しみ方の指導な

当

ど、幅広いマネージメ

課

ントができる指導者の

ス

育成に努めます。
　ま

ポ

た、講座のテーマや回

ー

数については、現場の

ツ

声やスポーツを取り巻

課

く時代の潮流等も参考

款

に決定を行います。

項 目 担当

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　

係

Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧

普

　
評
　
価
　
∨

及係

10 7



759,210 円

財
　
源

特定財源 253 750 794 829 役務費 15,400 円
委託料 36,578,947 円

一般財源 37,031 36,484 36,899 37,533 使用料及び賃借料 339,831 円

職員人件費　② 2,016 2,006 2,002 2,045

総事業費（①＋②） 39,300 39,240 39,695 40,407

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0 公園使用料
行政財産目的外使用料

３年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 都市環境

基本施

令

策 公園緑地・緑化
施策

和

体系
施策の内容 公園の

元

整備・改善

目
　
　
　
的

年

　公園内の施設の維持

度

管理作業を指定管理者

評

主
た
る
内
容

　総合運動

価

公園の施設、樹木及び

）

植栽地等の
に行わせる

刈

ことにより、利用者の

谷

安全性の確 管理運営業

市

務　
保と快適性の維持

事

を図る。

位
置
づ
け

関連

務

計画

根拠法令 都市公園

事

法

対象者 公園利用者 事

業

業期間 平成２９年度 ～

評

実施方法 □直営　□委

価

託　■指定管理　□補

シ

助・助成　□その他

ート （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

名

２９年度実績 ３０年度

担

実績 元年度実績 ２年度

当

計画

　公園と体育施設

部

の一体的な 　公園と体

教

育施設の一体的な  公

育

園と体育施設の一体的

部

な管・指定管理者によ

一

る管理運営
管理をする

般

ことができた。 管理を

会

することができた。 理

計

をすることができた。

総

 都市公園内にある体

合

育施設と一体的に指定

運

管理者が管理すること

動

により、利用者への対

公

応などがスムーズに行

園

うことが

成果
できた。

管

課題

指標名称（単位）

理

実績値 目標値

２９年度

運

３０年度 元年度 ２年度

営

４年度

活動 公園や緑地

事

が充実していると思う

業

市民の割合（％） ー 7

担

5.7 75.7 75.

当

7 80.0
指標
活動
指

課

標

他市との
比較検証

スポーツ課

款 項 目 担

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

当

ト

単位：千円
２９年度

係

３０年度 元年度 ２年度

業

元年度

（決算） （決算

務

） （決算） （予算） 事

係

業費内訳

事業費　① 3

8

7,284 37,23

4

4 37,693 38,

5

362 合計 37,693,388 円
需用費



大会） 16 22 20 22 22
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 11,879 28,662 12,594 24,244 合計 12,593,520 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 2,850 0 0 交付金 12,593,520 円

一般財源 11,879 25,812 12,594 24,244

職員人件費　② 1,163 1,350 1,309 1,287

総事業費（①＋②） 13,042 30,012 13,903 25,531

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

教育文化

基本施策 スポ

令

ーツ
施策体系

施策の内

和

容 スポーツ活動プログ

元

ラムの充実

目
　
　
　
的

年

　トップリーグをはじ

度

めとする全国大会等を

評

主
た
る
内
容

〇トップリ

価

ーグをはじめとする全

）

国大会等の
開催するこ

刈

とにより、競技者の拡

谷

大、競技団 　運営補助

市

体の強化を図ると共に

事

観戦機会を提供し、市

務

民のスポーツ振興を図

事

る。

位
置
づ
け

関連計画

業

第2次・第3次刈谷市

評

スポーツマスタープラ

価

ン

根拠法令  

対象者 刈

シ

谷市スポーツ協会へ関

ー

連する競技団体 事業期

ト

間 ～

実施方法 □直営　

（

□委託　□指定管理　

様

■補助・助成　□その

式

他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　
業
　
実

教

　
績

２９年度実績 ３０

育

年度実績 元年度実績 ２

部

年度計画

日本女子ソフ

一

トボールリーグ 日本女

般

子ソフトボールリーグ

会

日本女子ソフトボール

計

リーグ 日本女子ソフト

各

ボールリーグ
を始めと

種

する16の大会に補助

大

を始めとする22の大

会

会に補助 を始めとする

補

20の大会に補助 を始

助

めとする22の大会に

事

補助
金を交付した。 金

業

を交付した。 金を交付

担

した。 金を交付する。

当

　全国レベルの大会等

課

を誘致することで、市

ス

民がスポーツに触れる

ポ

機会を創出するととも

ー

に、「みる・ささえる

ツ

スポーﾂ｣

成果
を通じ

課

て、スポーツ活動に参

款

加できるきっかけづく

項

りを行った。また、青

目

少年がスポーツに親し

担

み、競技力の向上や幅

当

広

い交流を行う機会を

係

支援し、青少年の健全

指

育成を図った。

　みる

導

、ささえるスポーツを

係

通じて、本市の更なる

1

スポーツ振興をはかる

0

ため、事業を充実させ

7

、全国大会や世界大会

2

の

積極的な誘致を行う。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ４年度

活動 大会数（



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 270 300 305 305 合計 305,000 円
委託料 305,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 270 300 305 305

職員人件費　② 3,102 3,086 3,620 3,559

総事業費（①＋②） 3,372 3,386 3,925 3,864

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

愛知万博メモリアル市町村対抗駅伝選手派

遣事業

令和２年

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

度

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

（

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

令

計画
分野 教育文化

基本

和

施策 スポーツ
施策体系

元

施策の内容 スポーツ活

年

動プログラムの充実

目

度

　
　
　
的

　愛知万博メ

評

モリアル愛知県市町村

価

対抗駅伝

主
た
る
内
容

　

）

市町村駅伝大会に刈谷

刈

市チームを編成し、
競

谷

走大会に刈谷市代表選

市

手を派遣し、市民に 派

事

遣する事業を実行委員

務

会に委託する。
ＰＲす

事

ることで競技の普及を

業

図るとともに刈
谷市を

評

含めた愛知県内の市町

価

村スポーツ振興
に寄与

シ

する。

位
置
づ
け

関連計

ー

画 第2次・第3次刈谷

ト

市スポーツマスタープ

（

ラン 

根拠法令  

対象

様

者 選抜選手並びに実行

式

委員 事業期間 平成１８

１

年度 ～

実施方法 □直営

）

　■委託　□指定管理

会

　□補助・助成　□そ

計

の他

名 担当部 教育部

一

Ｂ
　
事
　
業
　

般

実
　
績

２９年度実績 ３

会

０年度実績 元年度実績

計

２年度計画

各部門2名

担

、計18名の選手を選

当

各部門2名、計18名

課

の選手を選各部門2名

ス

、計18名の選手を選

ポ

各部門2名計18名の

ー

選手を選出
出し、5回

ツ

の合同練習会を行っ出

課

し、4回の合同練習会

款

を行っ出し、5回の合

項

同練習会を行っし、5

目

回の合同練習会を行う

担

。
た。 た。 た。 ・目標

当

順位　第7位入賞
・総

係

合順位　第10位入賞

指

・総合順位　第11位

導

・総合順位　第16位

係

入賞 　　　　　　　　

1

　　　中止

　大会を通

0

じて愛知万博を次世代

7

へ継承するとともに、

2

競技者育成、市町村相互の交流及びスポーツ振興を図ることがで

成果
きた。

　世代ごとの選手選考及び発掘が課題である。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ４年度

成果 総合順位（位） 10 11 16 7 5
指標

 
指標

 
他市との
比較検証



を始めるきっかけ作りを行うことが出来た。

・競技団体による自主的な大会開催への移行促進

・競技者が大会に参加したくなるような効果的、効率的な啓発
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ４年度

活動 各種大会、イベント参加者数（人） 12,994 12,191 12,657 13,000 13,000
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 481 381 381 404 合計 381,285 円
役務費 52,650 円

財
　
源

特定財源 135 106 118 140 委託料 328,635 円

一般財源 346 275 263 264

職員人件費　② 1,939 1,543 1,925 1,893

総事業費（①＋②） 2,420 1,924 2,306 2,297

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0 大会参加料
保険料実費徴収金

３年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

教育文化

基本施策 スポ

令

ーツ
施策体系

施策の内

和

容 スポーツ活動プログ

元

ラムの充実

目
　
　
　
的

年

　各種目毎に参加者相

度

互の情報交換と交流を

評

主
た
る
内
容

〇専門の知

価

識と実績を有する団体

）

等への事業
深めるとと

刈

もに、スポーツの普及

谷

振興に寄与 　委託によ

市

る各種スポーツ大会の

事

開催
する。

位
置
づ
け

関

務

連計画 第3次刈谷市ス

事

ポーツマスタープラン

業

根拠法令  

対象者 市民

評

事業期間 ～

実施方法 □

価

直営　■委託　□指定

シ

管理　□補助・助成　

ー

□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事
　

名

業
　
実
　
績

２９年度実

担

績 ３０年度実績 元年度

当

実績 ２年度計画

・スポ

部

ーツ大会等の開催 ・ス

教

ポーツ大会等の開催 ・

育

スポーツ大会等の開催

部

・スポーツ大会等の開

一

催
　一万人卓球　72

般

9人 　一万人卓球　7

会

24人（中止）　一万

計

人卓球　751人 　一

各

万人卓球　中止
　ミニ

種

テニス　 86人 　ユ

大

ニホッケー 71人　

会

　ユニホッケー　中止

開

　ユニホッケー
　ユニ

催

ホッケー 84人　 　

事

ＧＯＧＯウォーキング

業

142人　ＧＯＧＯウ

担

ォーキング194人　

当

ＧＯＧＯウォーキング

課

　ＧＯＧＯウォーキン

ス

グ137人　　参加者

ポ

数　計213人 　参加

ー

者数　計945人
　　

ツ

参加者数　計1,03

課

6人

　市民が気軽に参

款

加できる大会を開催す

項

ることにより、選手間

目

の交流が深められた。

担

また、日頃のスポーツ

当

活動の成果を

成果
発揮

係

できる場を提供するこ

普

とにより、競技力や取

及

組み意欲の向上を図る

係

ことが出来た。

　誰も

1

が、いつでも、どこで

0

も、手軽に始められ、

7

継続して行うことが出

2

来るスポーツであるウォーキングの大会を開催

することにより、普段スポーツに関わりの少ない市民にスポーツ



般参加者数　270人 　一般参加者数　215人
　子どもから高齢者まで、多くの市民に、スポーツを始める、スポーツに親しむきっかけ作りを行うことができた。

成果
　ノルディックウォークのアンケートによると、継続的に参加されている市民が多く、継続して運動する場を提供するこ

とができた。

・スポーツをしてない人たちが、スポーツに対して興味・関心を持ち、スポーツ活動に参加したくなるような効率的、  

  効果的な啓発
課題

・競技種目の継続実施を希望する方々に向けた、既存競技団体等への橋渡しや受け皿の確保

・効率的なイベント開催によるスポーツ推進委員の負担の軽減

指標名称（単位）
実績値 目標値

２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ４年度

活動 スポーツふれあいｄａｙ等開催回数(回） 25 24 25 27 27
指標
成果 スポーツふれあいｄａｙ等一般参加者数(人） 770 706 1,062 930 930
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 200 200 540 493 合計 540,000 円
需用費 190,000 円

Ｄ

財
　
源

特定財源 0 0 0

　

0 委託料 200,00

　

0 円
備品購入費 15

　

0,000 円

一般財

Ｏ

源 200 200 540

　

493

職員人件費　②

　

1,163 1,543

∧

1,925 1,893

　

総事業費（①＋②） 1

　

,363 1,743 2

実

,465 2,386

建

　

設
事
業

全体事業費（単

　

位：千円） 0 元年度特

施

定財源名称

元年度まで

　

の累積事業費 0

３年度

　

以降の事業費見込 0

∨

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

令

策 スポーツ
施策体系

施

和

策の内容 スポーツ活動

元

プログラムの充実

目
　

年

　
　
的

　生涯スポーツ

度

の振興にあたり、市民

評

が手軽

主
た
る
内
容

〇刈

価

谷市スポーツ推進委員

）

協議会への委託に
に楽

刈

しめる環境づくりを推

谷

進するため、ニュ 　よ

市

るスポーツふれあいｄ

事

ａｙ等の開催
ースポー

務

ツを広く紹介する。

位

事

置
づ
け

関連計画 第3次

業

刈谷市スポーツマスタ

評

ープラン

根拠法令  

対

価

象者 市民 事業期間 ～

実

シ

施方法 □直営　■委託

ー

　□指定管理　□補助

ト

・助成　□その他

（様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

当

９年度実績 ３０年度実

部

績 元年度実績 ２年度計

教

画

・スポーツふれあい

育

ｄａｙ ・スポーツふれ

部

あいｄａｙの ・スポー

一

ツふれあいｄａｙの ・

般

スポーツふれあいｄａ

会

ｙの
　開催　14回 　

計

開催　12回 　開催　

ニ

14回 　開催
　一般参

ュ

加者数　504人 　一

ー

般参加者数　436人

ス

　一般参加者数　84

ポ

7人　 　（支部開催及

ー

び全体会）
　種　　目

ツ

　種　　目 　種　　目

普

　種　　目
　　ノルデ

及

ィック・ウォーク 　　

事

ノルディック・ウォー

業

ク 　　ノルディック・

担

ウォーク 　　ノルディ

当

ック・ウォーク
　　ミ

課

ニテニス 　　ミニテニ

ス

ス 　　ミニテニス 　　

ポ

ファミリーバドミント

ー

ン
　　ソフトバレーボ

ツ

ール　等 　　ソフトバ

課

レーボール　等 　　ソ

款

フトバレーボール　等

項

　　ボッチャ　等
・ノ

目

ルディック・ウォーク

担

ス ・ノルディック・ウ

当

ォークス ・ノルディッ

係

ク・ウォークス ・ノル

普

ディック・ウォークス

及

　テーション　開催回

係

数11回 　テーション

1

　開催回数12回 　テ

0

ーションの開催回数1

7

1回 　テーションの開

2

催（月1回）
　一般参加者数　266人 　一



検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,019 3,294 2,737 4,665 合計 2,737,000 円
報償費 2,737,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 3,019 3,294 2,737 4,665

職員人件費　② 1,163 1,350 1,309 1,287

総事業費（①＋②） 4,182 4,644 4,046 5,952

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 教育文化

基本

令

施策 スポーツ
施策体系

和

施策の内容 スポーツ活

元

動プログラムの充実

目

年

　
　
　
的

　全国大会等

度

に刈谷市から出場する

評

選手に対

主
た
る
内
容

　

価

国際大会、全国大会等

）

に出場する選手に激
し

刈

て激励金を交付するこ

谷

とにより、大会での 励

市

金を支給し大会での活

事

躍を祈念する。
活躍を

務

激励するとともに、各

事

競技の技術力向
上と普

業

及振興を図る。

位
置
づ

評

け

関連計画 第2次・第

価

3次刈谷市スポーツマ

シ

スタープラン 

根拠法

ー

令  

対象者 全国大会出

ト

場届提出者 事業期間 ～

（

実施方法 ■直営　□委

様

託　□指定管理　□補

式

助・助成　□その他

１）

会計名 担当部 教

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

育

２９年度実績 ３０年度

部

実績 元年度実績 ２年度

一

計画

・交付人数　45

般

3人 ・交付人数　49

会

4人 ・交付人数　42

計

0人 ・交付見込人数　

各

530人
・交付金額　

種

3,019,000円

大

・交付金額　3,29

会

4,000円 ・交付金

出

額　2,737,00

場

0円 ・交付見込金額　

選

4,665,000円

手

　本市から世界大会や

激

全国大会等へ出場する

励

選手に対して、激励金

事

を交付することにより

業

大会の活躍を願い激励

担

した。ま

成果
た、各種

当

大会出場選手への激励

課

並びに補助を行い、ス

ス

ポーツ振興と競技力向

ポ

上に努めるとともに、

ー

全国大会等出場選手の

ツ

把握に努めることがで

課

きた。

　平成29年度

款

より交付基準の改正を

項

おこなっため、各種大

目

会出場選手に対して各

担

種大会出場選手激励事

当

業の交付基準を広

く周

係

知していく必要がある

指

。
課題

指標名称（単位

導

）
実績値 目標値

２９年

係

度 ３０年度 元年度 ２年

1

度 ４年度

活動 交付人数

0

（人） 453 494 4

7

20 530 550
指標

2

 
指標

 
他市との
比較



0

りが生じることなく大

7

会

成果
が行えた。また

2

、刈谷市ホームタウンチームの協力により参加賞等を充実させることで好評を得ることができ、市民の体

力づくりと健康増進、生涯スポーツの振興を図ることができた。

　参加者の安全面を第一に配慮した企画運営を実施し、引き続き参加者数に対応したコース変更の検討が必要である。ま

た、本市の特色をさらに生かし、参加者のニーズにあった本大会の方向性の検討が必要である。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ４年度

活動 参加者数（人） 1,852 1,868 1,769 2,000 2,000
指標

 
指標

　県内の多くの自治体で、同様の市民マラソン大会が実施されている。
他市との 　（知立市・安城市・岡崎市・東浦町・大府市・高浜市・みよし市・犬山市など） 
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,014 1,985 1,989 4,118 合計 1,988,500 円
役務費 16,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 原材料費 368,500 円
負担金、補助及び

一般財源 2,014 1,985 1,989 4,118 交付金 1,604,000 円

職員人

Ｄ

件費　② 3,877 4

　

,244 4,852 5

　

,149

総事業費（①

　

＋②） 5,891 6,

Ｏ

229 6,841 9,

　

267

建
設
事
業

全体事

　

業費（単位：千円） 0

∧

元年度特定財源名称

元

　

年度までの累積事業費

　

0

３年度以降の事業費

実

見込 0

　
　
施
　
　
∨

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

年

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

度

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

（

要

総合計画
分野 教育文

令

化

基本施策 スポーツ
施

和

策体系
施策の内容 スポ

元

ーツ活動プログラムの

年

充実

目
　
　
　
的

　マラ

度

ソン競技者の拡大及び

評

市民のスポーツ

主
た
る

価

内
容

　年齢別男女別の

）

1.5㎞、3㎞、10

刈

㎞のマラソ
競技の参加

谷

意欲の増進を図り、体

市

力づくりと ンコースと

事

誰でも気軽に参加でき

務

るジョギン
健康増進、

事

生涯スポーツの振興を

業

図る。 グコースを設定

評

し市民マラソン大会を

価

開催。

位
置
づ
け

関連計

シ

画 第2次・第3次刈谷

ー

市スポーツマスタープ

ト

ラン 

根拠法令  

対象

（

者  対象者を限定せず

様

事業期間 昭和４８年度

式

～

実施方法 □直営　□

１

委託　□指定管理　■

）

補助・助成　□その他

会計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

一

績

２９年度実績 ３０年

般

度実績 元年度実績 ２年

会

度計画

ウェーブスタジ

計

アムを発着点 ウェーブ

か

スタジアムを発着点 ウ

き

ェーブスタジアムを発

つ

着点 ウェーブスタジア

ば

ムを発着点
に開催。1

た

.5、3、10km、

マ

ジョ に開催。1.5、

ラ

3、10km、ジョ に

ソ

開催。1.5、3、1

ン

0km、ジョ に開催。

大

市制施行70周年を記

会

ギング男女別、年齢別

開

の9部門ギング男女別

催

、年齢別の9部門ギン

事

グ男女別、年齢別の9

業

部門念して、ゲストラ

担

ンナーを迎
で開催し、

当

天候に恵まれ1,85

課

2で開催し、天候に恵

ス

まれ1,868で開催

ポ

し、天候に恵まれ1,

ー

769えるとともに、

ツ

1.5、3、10km

課

人の参加者であった。

款

人の参加者であった。

項

人の参加者であった。

目

、ジョギング男女別、

担

年齢別
の9部門で開催

当

し、2,000人の
参

係

加者を見込む。

　申込

指

期間を早めたことによ

導

り参加者への事前送付

係

を余裕をもって行うこ

1

とができ、氏名等の誤



等の誘致に向けた取組を行い、「みる・ささえるスポーツ」の

普及に努めた。

　本市における体育・スポーツ団体の中心的な組織として、継続した活動を行うため、安定した財源確保に努めていく必

要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ４年度

活動 加盟人数（人） 11,983 11,966 11,668 13,000 13,000
指標

 
指標

公益財団法人・・・豊橋市・豊田市・小牧市・名古屋市・岡崎市
他市との ＮＰＯ法人・・・犬山市・安城市
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,550 4,550 8,550 6,520 合計 8,550,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 8,550,000 円

一般財源 4,550 4,550 8,550 6,520

職員人件費　② 7,754 8,487 9,242 6,437

総事業費（①＋②） 12,304 13,037 17,792 12,957

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以降の事業費

Ｄ

見込 0

　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

年

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

度

事
　
業
　
概
　
要

総合計

（

画
分野 教育文化

基本施

令

策 スポーツ
施策体系

施

和

策の内容 クラブ・団体

元

の育成

目
　
　
　
的

　市

年

民の健全な心身の発展

度

に寄与することを

主
た

評

る
内
容

〇市長杯大会の

価

開催
目的に活動する刈

）

谷市体育協会に対し補

刈

助を 〇国体出場選手の

谷

激励
行い、本市におけ

市

る体育・スポーツ団体

事

を統 〇功労者表彰
括す

務

るとともに市民スポー

事

ツの普及振興を図
る。

業

位
置
づ
け

関連計画 第2

評

次・第3次刈谷市スポ

価

ーツマスタープラン

根

シ

拠法令  

対象者 刈谷市

ー

体育協会加盟団体 事業

ト

期間 昭和３４年度 ～

実

（

施方法 □直営　□委託

様

　□指定管理　■補助

式

・助成　□その他

１）

会計名 担当部 教

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

育

９年度実績 ３０年度実

部

績 元年度実績 ２年度計

一

画

・刈谷市長杯総合体

般

育大会、 ・刈谷市長杯

会

総合体育大会、 ・刈谷

計

市体育協会創立60周

刈

年 ・刈谷市長杯総合体

谷

育大会、
　国民体育大

市

会選手壮行会の 　国民

体

体育大会選手壮行会の

育

　記念事業及び刈谷市

協

長杯総 　国民体育大会

会

選手壮行会の
　開催等

補

　開催等 　合体育大会

助

、国民体育大会 　開催

事

（中止）等
・各種国際

業

スポーツ大会等の ・各

担

種国際スポーツ大会等

当

の 　選手壮行会の開催

課

等 ・各種国際スポーツ

ス

大会等の
　誘致に向け

ポ

た取組 　誘致に向けた

ー

取組 ・各種国際スポー

ツ

ツ大会等の 　誘致に向

課

けた取組
　誘致に向け

款

た取組

　刈谷市体育協

項

会創立60周年記念事

目

業等の各種事業を実施

担

し、市民スポーツの普

当

及振興を図るとともに

係

、スポーツ少年団

成果

指

への補助や、スポーツ

導

振興事業開設補助によ

係

りジュニア育成事業の

1

一層の推進を図り、本

0

市の将来を担う競技者

7

の育成を

図った。また

2

、刈谷市と協働しながら、国際スポーツ大会



係

（単位）
実績値 目標値

1

２９年度 ３０年度 元年

0

度 ２年度 ４年度

活動 加

7

盟人数（人） 1,69

2

0 1,690 1,662 1,750 1,750
指標

 
指標

【他市レクリエーション協会加盟状況】
他市との 名古屋市、豊橋市、一宮市、碧南市、西尾市、稲沢市、日進市、岩倉市、豊明市、北名古屋市、清須市、長
比較検証 久手市、あま市、弥富市

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,920 1,920 1,920 2,343 合計 1,920,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 1,920,000 円

一般財源 1,920 1,920 1,920 2,343

職員人件費　② 5,428 5,401 5,006 4,922

総事業費（①＋②） 7,348 7,321 6,926 7,265

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 スポー

和

ツ
施策体系

施策の内容

元

クラブ・団体の育成

目

年

　
　
　
的

 刈谷市レク

度

リエーション協会に対

評

し補助を行

主
た
る
内
容

価

 市内のスポーツ・レ

）

クリエーション団体を

刈

束
い、市民の健康と文

谷

化の向上並びに健全な

市

ス ね、各団体の指導育

事

成、各種大会の開催及

務

び
ポーツ・レクリエー

事

ション活動の実施、普

業

及 指導者養成などの事

評

業を実施する。
を図る

価

。

位
置
づ
け

関連計画 第

シ

2次・第3次刈谷市ス

ー

ポーツマスタープラン

ト

根拠法令  

対象者 刈谷

（

市レクリエーション協

様

会加盟団体 事業期間 昭

式

和２２年度 ～

実施方法

１

□直営　□委託　□指

）

定管理　■補助・助成

会

　□その他

計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事

一

　
業
　
実
　
績

２９年度

般

実績 ３０年度実績 元年

会

度実績 ２年度計画

・刈

計

谷市民盆おどり大会を

刈

は ・刈谷市民盆おどり

谷

大会をは ・刈谷市民盆

市

おどり大会をは ・刈谷

レ

市民盆おどり大会（中

ク

　じめとする協会主催

リ

事業の 　じめとする協

エ

会主催事業の 　じめと

ー

する協会主催事業の 　

シ

止）をはじめとする協

ョ

会主
　実施 　実施 　実

ン

施 　催事業の実施
・加

協

盟団体委託事業の実施

会

・加盟団体委託事業の

補

実施 ・加盟団体委託事

助

業の実施 ・加盟団体委

事

託事業の実施

　市民の

業

健康と文化向上を図る

担

ため、各種スポーツ・

当

レクリエーション活動

課

を実施するとともに、

ス

加盟団体の支援・育成

ポ

成果
に努め、更なる生

ー

涯学習活動の振興が図

ツ

られた。

　市内のスポ

課

ーツ・レクリエーショ

款

ンの更なる普及・振興

項

を図るため、協会所属

目

団体が主体性を持って

担

継続的、組織的に

活動

当

できる仕組みと次代を

係

担うレクリエーション

指

リーダーの養成が必要

導

である。
課題

指標名称



係
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Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 262,606 259,013 261,636 277,417 合計 261,636,124 円
需用費 59,842,706 円

財
　
源

特定財源 60,215 59,867 59,304 52,490 役務費 1,055,145 円
委託料 196,000,177 円

一般財源 202,391 199,146 202,332 224,927 使用料及び賃借料
4,738,096 円

職員人件費　② 3,893 4,244 4,236 3,862

総事業費（①＋②） 266,499 263,257 265,872 281,279

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0 使用料及び手数料
財産収入

３年度以降の事業費見込 0 諸収入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 スポー

和

ツ
施策体系

施策の内容

元

スポーツ施設の整備・

年

充実・開放

目
　
　
　
的

度

　ウィングアリーナ刈

評

谷等の管理及び運営を

価

主
た
る
内
容

〇体育施設

）

の管理・運営
適切に管

刈

理し、市民サービスの

谷

向上を図る。 〇体育施

市

設の利用受付
〇自主事

事

業の開催

位
置
づ
け

関連

務

計画 第2次・第3次刈

事

谷市スポーツマスター

業

プラン

根拠法令 地方自

評

治法、刈谷市体育施設

価

条例

対象者 施設利用者

シ

事業期間 平成１９年度

ー

～

実施方法 ■直営　□

ト

委託　■指定管理　□

（

補助・助成　□その他

様式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

部

績

２９年度実績 ３０年

教

度実績 元年度実績 ２年

育

度計画

・指定管理者に

部

よる管理運営 ・指定管

一

理者による管理運営 ・

般

指定管理者による管理

会

運営 ・指定管理者によ

計

る管理運営

　効率的な

ウ

管理運営が行われてい

ィ

る。民間のノウハウを

ン

生かした各種事業が実

グ

施された。

成果
　毎年

ア

、安定して多くの利用

リ

がある。

　自主事業の

ー

教室の参加者数も毎年

ナ

増加している。

　12

刈

年が経過し、今後の施

谷

設の維持管理計画を考

等

えていく必要がある。

施

課題

指標名称（単位）

設

実績値 目標値

２９年度

管

３０年度 元年度 ２年度

理

４年度

成果 各種施設が

事

整い、文化やスポーツ

業

、学習活動などに ― 7

担

7.0 79.0 79.

当

0 80.0
指標 取り組

課

みやすいと思う市民の

ス

割合（％）
成果 週1回

ポ

以上スポーツをしてい

ー

る市民の割合（％） ―

ツ

38.8 50.0 50

課

.0 50.0
指標

他市

款

の施設管理、指定管理

項

　安城市、豊田市、西

目

尾市、岡崎市、みよし

担

市
他市との 　　　　　

当

　　　直営　　　知立

係

市、碧南市、高浜市 

業

比較検証

務



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 144,523 146,499 148,429 189,049 合計 148,428,715 円
需用費 3,297,358 円

財
　
源

特定財源 35,084 35,942 34,833 35,254 役務費 309,332 円
委託料 144,821,625 円

一般財源 109,439 110,557 113,596 153,795 使用料及び賃借料 400 円

職員人件費　② 3,877 3,858 3,851 3,483

総事業費（①＋②） 148,400 150,357 152,280 192,532

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0 使用料及び手数料
財産収入

３年度以降の事業費見込 0 諸収入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

スポーツ
施策体系

施策

和

の内容 スポーツ施設の

元

整備・充実・開放

目
　

年

　
　
的

　体育館等の施

度

設管理及び運営を適正

評

に管理

主
た
る
内
容

〇体

価

育施設の管理、運営
し

）

、市民サービスの向上

刈

を図る。 〇体育施設の

谷

利用受付
　

位
置
づ
け

関

市

連計画 第2次・第3次

事

刈谷市スポーツマスタ

務

ープラン

根拠法令 地方

事

自治法、刈谷市体育施

業

設条例

対象者 施設利用

評

者 事業期間 平成１９年

価

度 ～

実施方法 ■直営　

シ

■委託　■指定管理　

ー

□補助・助成　□その

ト

他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実

担

　
績

２９年度実績 ３０

当

年度実績 元年度実績 ２

部

年度計画

・指定管理者

教

及び直営による ・指定

育

管理者及び直営による

部

・指定管理者及び直営

一

による ・指定管理者及

般

び直営による
　管理運

会

営 　管理運営 　管理運

計

営 　管理運営

　指定管

体

理を行っている施設の

育

経費節減が図られた。

館

成果
　毎年、安定して

等

多くの利用がある。

・

施

指定管理範囲外の施設

設

の、より円滑な管理運

管

営方法の検討

・体育館

理

の施設維持老朽化対策

事

課題

指標名称（単位）

業

実績値 目標値

２９年度

担

３０年度 元年度 ２年度

当

４年度

成果 各種施設が

課

整い、文化やスポーツ

ス

、学習活動などに ― 7

ポ

7.0 79.0 79.

ー

0 80.0
指標 取り組

ツ

みやすいと思う市民の

課

割合（％）
成果 週1回

款

以上スポーツをしてい

項

る市民の割合（％） ―

目

38.8 50.0 50

担

.0 50.0
指標

他市

当

の状況、指定管理　豊

係

田市、西尾市、岡崎市

業

、みよし市
他市との 　

務

　　　　　直営　　　

係

安城市、知立市、碧南

1

市、高浜市
比較検証

0 7 3



係

度までの累積事業費 0

1

３年度以降の事業費見

0

込 0

7 3

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 スポー

和

ツ
施策体系

施策の内容

元

スポーツ施設の整備・

年

充実・開放

目
　
　
　
的

度

　ウィングアリーナ刈

評

谷等の備品を整備し、

価

主
た
る
内
容

 管理用備

）

品の購入
円滑な施設運

刈

営を図る。

位
置
づ
け

関

谷

連計画  

根拠法令  

対

市

象者 施設利用者他 事業

事

期間 平成１９年度 ～

実

務

施方法 ■直営　□委託

事

　□指定管理　□補助

業

・助成　□その他

評価シート （様式１

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

）

９年度実績 ３０年度実

会

績 元年度実績 ２年度計

計

画

　 　 　 　
　 　 　 　
　

名

　 　 　
　 　 　 　
　　　

担

――――――― 　　　

当

――――――― 　　　

部

――――――― 　　　

教

―――――――

　備品

育

の整備が実施できた。

部

　

成果

課題

指標名称（

一

単位）
実績値 目標値

２

般

９年度 ３０年度 元年度

会

２年度 ４年度

ウィング

計

アリーナ刈谷使用者数

ウ

（人） 339,915

ィ

339,915 339

ン

,915 339,91

グ

5
指標

      
指

ア

標
 

他市との
比較検証

リーナ刈谷等備品整

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

備

　
ト

単位：千円
２９年

事

度 ３０年度 元年度 ２年

業

度 元年度

（決算） （決

担

算） （決算） （予算）

当

事業費内訳

事業費　①

課

3,830 6,512

ス

14,840 4,64

ポ

0 合計 14,840,

ー

266 円
備品購入費

ツ

14,840,266

課

 円

財
　
源

特定財源 0

款

0 0 0

一般財源 3,8

項

30 6,512 14,

目

840 4,640

職員

担

人件費　② 0 0 0 0

総

当

事業費（①＋②） 0 0

係

0 0

建
設
事
業

全体事業

業

費（単位：千円） 0 元

務

年度特定財源名称

元年



係
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Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 972 306,657 32,367 6,562 合計 32,367,180 円
需用費 1,197,180 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 31,170,000 円

一般財源 972 306,657 32,367 6,562

職員人件費　② 2,326 2,700 2,310 2,120

総事業費（①＋②） 3,298 309,357 34,677 8,682

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和２

Ｐ
　
　
Ｌ

年

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

度

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

（

概
　
要

総合計画
分野 教

令

育文化

基本施策 スポー

和

ツ
施策体系

施策の内容

元

スポーツ施設の整備・

年

充実・開放

目
　
　
　
的

度

  ウィングアリーナ

評

刈谷等の円滑な管理運

価

営

主
た
る
内
容

〇ウィン

）

グアリーナ刈谷等の設

刈

備の修繕、工
を図る。

谷

事

位
置
づ
け

関連計画 第

市

2次・第3次刈谷市ス

事

ポーツマスタープラン

務

根拠法令  

対象者 施設

事

利用者 事業期間 平成２

業

１年度 ～

実施方法 ■直

評

営　□委託　□指定管

価

理　□補助・助成　□

シ

その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業

計

　
実
　
績

２９年度実績

名

３０年度実績 元年度実

担

績 ２年度計画

・ウィン

当

グアリーナ刈谷 ・ウィ

部

ングアリーナ刈谷 ・ウ

教

ィングアリーナ刈谷 ・

育

ウィングアリーナ刈谷

部

　　メインアリーナ床

一

修繕 　　消防設備修繕

般

　　中央監視装置更新

会

工事 　　休憩室修繕
　

計

　中央操作盤更新工事

ウ

　他 　　ＳＲノズル更

ィ

新工事 ・ウェーブスタ

ン

ジアム刈谷
・ウェーブ

グ

スタジアム刈谷 　　ウ

ア

ッドデッキ改修工事 

リ

他　　高圧受電設備改

ー

修工事
　　第3種公認

ナ

工事
　　屋根支柱耐火

刈

塗装改修工
　　事
　　

谷

防鳥ネット取付工事　

等

他
　
　

　計画通り整備

施

できた。

成果

　今後、

設

施設の老朽化による突

改

発的な対応と、計画的

修

な改修が必要になる。

事

課題

指標名称（単位）

業

実績値 目標値

２９年度

担

３０年度 元年度 ２年度

当

４年度

成果 ウィングア

課

リーナ刈谷利用者数（

ス

人） 358,698 3

ポ

49,816 339,

ー

764 359,000

ツ

359,500
指標

 

課

指標
公認陸上競技場　

款

第1種　名古屋市
他市

項

との 　　　　　　　　

目

第2種　豊田市、知多

担

市
比較検証 　　　　　

当

　　　第3種　名古屋

係

市、豊橋市、豊川市、

業

一宮市、半田市

務



Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

スポーツ
施策体系

施策

和

の内容 スポーツ施設の

元

整備・充実・開放

目
　

年

　
　
的

　体育館等の備

度

品等を整備し、円滑な

評

施設運

主
た
る
内
容

 管

価

理用備品の購入
営を図

）

る。

位
置
づ
け

関連計画

刈

 

根拠法令  

対象者 施

谷

設利用者 事業期間 平成

市

２２年度 ～

実施方法 ■

事

直営　□委託　□指定

務

管理　□補助・助成　

事

□その他

業評価シート （様

Ｂ
　
事
　

式

業
　
実
　
績

２９年度実

１

績 ３０年度実績 元年度

）

実績 ２年度計画

　 　 　

会

　
　 　 　 　
　 　 　 　
　

計

　 　 　
　　　――――

名

――― 　　　――――

担

――― 　　　――――

当

――― 　　　――――

部

―――

計画通り備品を

教

整備した。

成果

老朽化

育

した備品もあるので、

部

計画的な整備が必要で

一

ある。

課題

指標名称（

般

単位）
実績値 目標値

２

会

９年度 ３０年度 元年度

計

２年度 ４年度

    

体

  
指標

      

育

指標
 

他市との
比較検

館

証

等備品整備事業
担

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　

当

ス
　
ト

単位：千円
２９

課

年度 ３０年度 元年度 ２

ス

年度 元年度

（決算） （

ポ

決算） （決算） （予算

ー

） 事業費内訳

事業費　

ツ

① 0 697 403 86

課

5 合計 403,272

款

 円
備品購入費 403

項

,272 円

財
　
源

特

目

定財源 0 0 0 0

一般財

担

源 0 697 403 86

当

5

職員人件費　② 0 0

係

0 0

総事業費（①＋②

業

） 0 0 0 0

建
設
事
業

全

務

体事業費（単位：千円

係

） 0 元年度特定財源名

1

称

元年度までの累積事

0

業費 0

３年度以降の事

7

業費見込 0

3



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 15,055 14,099 13,556 20,023 合計 13,555,940 円
報償費 10,913,900 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 1,151,040 円
委託料 1,491,000 円

一般財源 15,055 14,099 13,556 20,023

職員人件費　② 3,102 3,086 4,313 6,815

総事業費（①＋②） 18,157 17,185 17,869 26,838

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

令

ポーツ
施策体系

施策の

和

内容 スポーツ施設の整

元

備・充実・開放

目
　
　

年

　
的

　小中学校の体育

度

施設を地域住民のスポ

評

ーツ

主
た
る
内
容

〇管理

価

指導員謝礼
活動へ開放

）

し、市民の健康の保持

刈

増進と体力 〇開放運営

谷

業務の委託
の向上を図

市

る。

位
置
づ
け

関連計画

事

第2次・第3次刈谷市

務

スポーツマスタープラ

事

ン

根拠法令 刈谷市立小

業

中学校体育施設等のス

評

ポーツ開放に関する規

価

則

対象者 市民 事業期間

シ

昭和５２年度 ～

実施方

ー

法 ■直営　■委託　□

ト

指定管理　□補助・助

（

成　□その他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　

当

事
　
業
　
実
　
績

２９年

部

度実績 ３０年度実績 元

教

年度実績 ２年度計画

・

育

利用件数　 9,79

部

7件 ・利用件数　 9

一

,251件 ・利用件数

般

　9,373件 ・利用

会

件数　10,000件

計

・利用人数　210,

学

428人 ・利用人数　

校

183,048人 ・利

開

用人数　194,45

放

6人 ・利用人数　20

事

0,000人

　多くの

務

市民にスポーツ活動の

費

場を提供することがで

事

き、一市民一スポーツ

業

の推進が図られたとと

担

もに、市民の健康の保

当

成果
持増進と体力の向

課

上に寄与することがで

ス

きた。

　また、各学校

ポ

の開放運営委員会事務

ー

担当者の負担を軽減す

ツ

るため、実施方法等の

課

見直しの準備を進める

款

ことができた。

　施設

項

利用の効率化や各学校

目

の開放運営委員会事務

担

担当者の負担の軽減等

当

を図るためのシステム

係

導入はできなかった。

業

課題

指標名称（単位）

務

実績値 目標値

２９年度

係

３０年度 元年度 ２年度

1

４年度

活動  学校スポ

0

ーツ開放登録人数（人

7

） 10,068 9,0

3

89 8,629 9,500 9,600
指標

指標

他市との
比較検証



0 50.0
指標

体育館施設　安城市2棟（Ｓ54、Ｈ12）、碧南市1棟（Ｈ7)、知立市1棟（Ｓ57)、高浜市1棟、西尾市5棟（Ｓ
他市との 54、Ｓ59、Ｈ4、Ｈ5、Ｈ21)
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 元年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 119,906 2,676 28,618 44,804 合計 28,618,390 円
工事請負費 28,618,390 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 119,906 2,676 28,618 44,804

職員人件費　② 2,326 1,929 2,310 2,120

総事業費（①＋②） 122,232 4,605 30,928 46,924

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

令

ポーツ
施策体系

施策の

和

内容 スポーツ施設の整

元

備・充実・開放

目
　
　

年

　
的

　体育館等の施設

度

の円滑な管理運営を図

評

る。

主
た
る
内
容

　体育

価

館等の設備の修繕、工

）

事

位
置
づ
け

関連計画

根

刈

拠法令

対象者 事業期間

谷

平成２８年度 ～

実施方

市

法 ■直営　□委託　□

事

指定管理　□補助・助

務

成　□その他

事業評価シート （

Ｂ
　

様

事
　
業
　
実
　
績

２９年

式

度実績 ３０年度実績 元

１

年度実績 ２年度計画

・

）

吊物設備取替修繕 ・港

会

町グラウンド看板修繕

計

・リモート装置更新工

名

事 ・小垣江グラウンド

担

防球ネッ
・消火設備取

当

替修繕 ・キッズルーム

部

床改修工事 ・空調用ダ

教

クト等更新工事 　ト修

育

繕
・外壁改修等工事 ・

部

電話交換機更新工事 ・

一

刈谷球場グラウンド改

般

修工
・空調設備更新工

会

事 ・住吉テニスコート

計

フェンス 　事
・弓道場

体

安土改修工事 　改修工

育

事 ・井ケ谷グラウンド

館

防球ネッ
・球場外野ク

施

ッションフェン ・井ケ

設

谷グラウンド防球ネッ

改

　ト改修工事
　ス改修

修

工事 　ト設置工事 ・刈

事

谷市体育館弓道場床改

業

修
・電灯変圧器取替工

担

事 　工事
・便所排気フ

当

ァン取替工事

　計画通

課

りに改修できた。

成果

ス

　施設の老朽化による

ポ

突発的な修繕への対応

ー

も行うことができた。

ツ

　施設の老朽化により

課

、予期しない修繕等も

款

考えられるため、日頃

項

の点検を強化した上で

目

維持管理計画を考える

担

必要があ

る。
課題

指標

当

名称（単位）
実績値 目

係

標値

２９年度 ３０年度

業

元年度 ２年度 ４年度

成

務

果 各種施設が整いスポ

係

ーツ活動などに取り組

1

みやすい ― 77.0 7

0

9.0 79.0 80.

7

0
指標 と思う市民の割

3

合（％）
活動 週1回以上スポーツをしている市民の割合（％） ― 38.8 50.0 50.



主 ・かきつばたマラソン等市主
　催事業への協力 　催事業への協力 　催事業への協力 　催事業への協力　中止
・定例会等の開催 ・定例会等の開催 ・定例会等の開催 ・定例会等の開催

　地域のスポーツコーディネーターとして、一市民一スポーツの推進に寄与することができた。

成果
　支部会及び部会、企画委員会をそれぞれ毎月1回定例で開催することにより、スポーツ推進委員間の情報共有や交流促

進、連携強化等が図られ、事業等を円滑に実施することが出来た。

・スポーツ推進委員の資質の向上と技能の習得

・人口等に比した適切な人数の確保及び推進委員の高齢化への対策
課題

・委員の選定方法や報酬額についての検討

指標名称（単位）
実績値 目標値

２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ４年度

成果 週1回以上スポーツをしている市民の割合（％） ― 38.8 ― 50.0 50.0
指標

 
指標

近隣市の推進委員の数及び委員1人あたりの人口（令和元年度：愛知県スポーツ局より）
他市との 　刈谷市50人／3,060人　
比較検証 　碧南市30人／2,400人　安城市57人／3,298人　知立市28人／2,471人　高浜市25人／1,920人

　岡崎市119人／3,252人 西尾市62人／2,726人　豊田市156人／2,731人　みよし市22人／2,818人

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　

Ｃ
　
事
　
業

∧

　
コ
　
ス
　
ト

単位：千

　

円
２９年度 ３０年度 元

　

年度 ２年度 元年度

（決

実

算） （決算） （決算）

　

（予算） 事業費内訳

事

　

業費　① 566 719

施

509 746 合計 50

　

9,198 円
旅費 1

　

29,040 円

財
　

∨

源

特定財源 0 0 0 0 需用費 219,066 円
役務費 81,860 円

一般財源 566 719 509 746 委託料 5,832 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 2,326 2,700 3,081 4,165 交付金 73,400 円

総事業費（①＋②） 2,892 3,419 3,590 4,911

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 元年度特定財源名称

元年度までの累積事業費 0

３年度以降の事業費見込 0

令和

Ｐ

２

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

スポーツ
施策体系

施策

和

の内容 スポーツ指導者

元

の育成

目
　
　
　
的

　地

年

域のスポーツ推進のた

度

めに活動するスポ

主
た

評

る
内
容

○研修会等への

価

参加
ーツ推進委員の支

）

援を行う。 〇定例会議

刈

の開催
○自主事業の開

谷

催
〇啓発冊子の発行
〇

市

市民の要望に応じた実

事

技指導の実施
〇学校、

務

公民館等の教育機関そ

事

の他行政機関
　が行う

業

スポーツ行事又は事業

評

への協力

位
置
づ
け

関連

価

計画 第3次刈谷市スポ

シ

ーツマスタープラン

根

ー

拠法令 スポーツ基本法

ト

、刈谷市スポーツ推進

（

委員に関する規則

対象

様

者 市民、スポーツ推進

式

委員 事業期間 昭和３７

１

年度 ～

実施方法 ■直営

）

　□委託　□指定管理

会

　□補助・助成　□そ

計

の他

名 担当部 教育部

一

Ｂ
　
事
　
業
　

般

実
　
績

２９年度実績 ３

会

０年度実績 元年度実績

計

２年度計画

・自主事業

ス

の開催 ・自主事業の開

ポ

催 ・自主事業の開催 ・

ー

自主事業の開催
　スポ

ツ

ーツふれあいｄａｙ　

推

　スポーツふれあいｄ

進

ａｙ　 　スポーツふれ

委

あいｄａｙ　 　スポー

員

ツふれあいｄａｙ　
　

事

ＧＯＧＯウォーキング

業

　ＧＯＧＯウォーキン

担

グ 　ＧＯＧＯウォーキ

当

ング 　ＧＯＧＯウォー

課

キング
　ノルディック

ス

・ウォークス 　ノルデ

ポ

ィック・ウォークス 　

ー

ノルディック・ウォー

ツ

クス 　ノルディック・

課

ウォークス
　テーショ

款

ン 　テーション 　テー

項

ション 　テーション
・

目

啓発冊子の発行　4回

担

・啓発冊子の発行　4

当

回 ・啓発冊子の発行　

係

4回 ・啓発冊子の発行

普

・地域への推進員派遣

及

　28回 ・地域への推

係

進員派遣　35回 ・地

1

域への推進員派遣　3

0

5回 ・地域への推進員

7

派遣
・かきつばたマラ

2

ソン等市主 ・かきつばたマラソン等市主 ・かきつばたマラソン等市


